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第930号

　　市の人ロ

（平成3年９月１日現在)

　59,472世帯［前J］比116世帯増）

　178.608人(前)J比294人増）

　88,459人

　90,149 人

世帯数

人　口

　　男

　　女

放置自転車は即時撤去

10月1日から8駅周辺で実施

　
自
転
車
は
手
軽
で
便
利
な
交
通
手
段
の
た
め
、
近
年
、
利
用
者
が

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
マ
ナ
ー
を
守

ら
な
い
人
も
増
え
、
駅
周
辺
を
中
心
に
自
転
車
が
大
量
に
放
置
さ

れ
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
放
置
自
転
車
に
積
極
的
に
対
処
す
る
た
め
、

今
年
の
四
月
一
日
に
「
宇
治
市
自
転
車
の
駐
車
秩
序
の
確
立
に
関

す
る
条
例
」
を
施
行
。
十
月
一
日
か
ら
は
、
放
置
禁
止
区
域
内
の
放

置
自
転
車
は
即
時
撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
転
車
は
最
寄
り
の
自
転
車
駐
車
場
（
駐
輪
場
）
へ
／
　
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
」
は
、
二
・
三
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
街
を
目
指
し
て

　
こ
の
条
例
で
は
、
駐
輪
場
が
整

術
さ
れ
た
場
所
で
、
特
に
自
転
車

の
放
置
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る

道
路
、
公
田
、
広
場
、
緑
地
、
河

川
な
ど
の
公
共
の
場
所
を
「
自
転

車
放
置
禁
止
区
域
」
に
指
定
。
禁

止
区
域
内
に
は
、
標
識
や
石
阪
を

設
置
し
て
、
「
自
転
車
放
践
禁
止

区
域
」
と
は
っ
き
り
わ
か
る
ふ
つ

に
不
し
て
い
ま
す
。

　
十
月
一
日
㈹
か
ら
は
、
こ
の
区

域
内
に
放
置
し
て
い
る
自
転
巾
は
、

即
時
撤
去
Ｌ
ま
す
。

　
「
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
」

　
外
も
撤
去
の
対
象
に

　
「
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
」
外
の

公
共
の
場
所
に
自
転
車
が
放
置
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
自
転

車
に
俳
告
札
を
取
経
付
け
ま
す
。

そ
し
て
、
な
お
Ｉ
定
期
問
放
ほ
さ

れ
て
い
る
自
転
車
に
つ
い
て
も
撤

去
し
ま
す
。

　
撤
去
自
転
車
の
返
還
は

　
市
が
撤
去
し
た
自
転
車
は
、
五

丁

ヶ
庄
、
大
久
保
の
自
転
車
保
管
場

所
で
引
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
返
還
に
は
、
移
動
・
保
管
費

用
が
必
要
で
す
。
詳
し
ぐ
は
左
下

の
撤
去
自
転
車
の
返
還
要
領
の
と

お
り
。

　
撤
去
し
た
日
か
旦
力
月
が
経

過
し
て
も
返
還
請
求
の
な
い
自
転

車
は
、
市
で
処
分
し
ま
す
。

宇
治
市
自
転
車
の
駐
車
秩
序
の

確
立
に
関
す
ら
条
例
か
ら

〈
目
的
》

　
こ
の
条
例
は
、
公
共
の
場
所

に
お
け
る
自
転
車
の
駐
車
秩
序

の
確
立
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の

良
好
な
恚
坦
境
の
確
保
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
《
自
転
車
の
利
用
者
の
責
務
》

　
自
転
車
の
利
用
者
は
、
自
転

車
駐
車
場
以
外
の
場
所
に
自
転

乎
乙
み
だ
り
に
放
置
し
な
い
よ

う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
長

が
実
施
す
る
脆
東
に
協
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

《
自
転
車
の
放
置
禁
止
〉

　
自
転
車
の
利
用
者
は
放
置
禁

止
区
域
内
に
白
転
車
を
放
置
し

て
は
な
ら
な
い
。

　
《
放
置
禁
止
区
域
内
の
放
置
自

　
転
車
に
対
す
る
措
置
〉

　
市
長
は
、
放
置
禁
止
区
域
内

に
放
置
さ
れ
て
い
る
白
転
車
に

っ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
が

定
め
た
場
所
に
移
動
し
、
堡
回

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
《
賢
用
の
徴
収
》

　
市
長
は
、
自
転
車
を
移
動
し
、

堡
官
し
た
と
き
は
、
そ
れ
に
要

し
た
費
用
と
し
て
規
則
に
定
め

る
頷
を
当
該
自
転
車
の
利
用
者

か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
自
転
車
に
は
住
所
。

　
氏
名
の
明
記
を

　
撤
去
し
た
自
転
車
の
う
ち
、
住

所
・
氏
名
が
は
っ
き
り
ｍ
‥
い
て
あ

る
も
の
や
、
防
犯
登
録
が
さ
れ
て

い
る
も
の
は
、
持
ち
主
に
引
き
取

り
の
連
絡
を
に
ま
す
。
自
伝
車
に

は
、
必
ず
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、

防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

宇治警察署からの

お知らせ

西
宇
治
高
校
南
側
・
小
山
端
泉
堂
が
休
止

横
島
地
域

イ
ケ
ダ
酒
店
で
新
た
に
開
設

　
市
役
所
連
絡
所
の
一
つ
、
小

山
端
泉
堂
（
伊
勢
田
町
、
西
宇
治

高
校
南
側
）
は
、
九
月
三
十
日
間

で
連
絡
所
業
務
を
休
止
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
代
わ
っ
て
、
十
月
一

日
㈹
か
ら
新
た
に
横
島
地
域

〔
イ
ヶ
ダ
酒
店
よ
ｍ
島
町
本
屋

Ｊ
敷
2
6
の
1
2
〕
で
開
設
し
ま
す
。
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ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
取
り
扱
い
内
容
）

　
駐
車
ま
た
は
駐
停
車
が
禁
止
と
な
っ
て
い
る

遺
路
で
は
、
自
動
二
輪
平
原
動
機
付
き
目
転
車

も
駐
車
や
駐
停
車
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
シ
な
場
所
に
駐
車
ま
た
は
駐
停
車
し

た
自
動
二
輪
車
・
原
動
機
付
き
目
転
車
は
、
放

置
駐
車
違
反
と
七
て
厳
し
ぐ
取
り
締
ま
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
反
則
金
や
違
反
点
数
の
減
点
に
加

え
、
移
動
に
要
し
た
費
用
も
必
要
に
な
り
未
了
・
。

■ 麗麗麗麗麗麗

撤去自転車の返還要領

自転車の

放置場所

J R木幡駅　京阪黄槃駅
J R黄槃駅　京阪三室戸駅

J R宇治駅

近鉄伊勢田駅

近鉄小倉駅西側
近鉄大久保駅

｜

丿

返還場所

　五ヶ庄保管場所

五ヶ庄西川原　Q32-9950

大久保保管場所

大久保町北ノ山　昔46－5999

卜言言¨ｽﾞl
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上士
-

-抵］
昆

つ拡
返還日時 月・水・土・日曜日の午後２時～７時

返還に必

要なもの

T印鑑　之身分を証明するもの(il転免許証・学主証・健11辨証など)

ｊ移動・保管費用として、１台につき2,000円

　　　　〈ただし、今年12月31日(火)までは1,003円〉

A自転車のかぎ・保証書など、自転車を特定できるもの

その他 　撤去した自転車は１ヵ月間保管します。この間に返還
請求のない自転車は、市で処分します

　
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
抄

本
、
母
子
健
康
手
帳
、
年
金
受

給
者
現
況
証
明
な
ど

　
（
手
続
き
方
法
）

　
連
絡
所
に
申
請
〈
住
聡
眠

直
接
市
役
所
へ
電
話
予
約
〉
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
市
役
所
で
証
明

後
、
連
絡
所
を
通
じ
て
お
渡
し

に
蚤
す
（
戸
籍
関
係
は
直
接
本

人
へ
郵
送
し
ま
す
）
。

9月21～30日

秋の全国交通安全運動

ゆずり合うあなたのこころが信号機

　
本
日
か
ら
九
月
三
十
日
㈲
ま

で
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
目
標
は
、
①
若

者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
防
止

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底
③
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
の
三
点
で
す
。

　
本
市
で
の
交
通
事
故
発
生
状

況
は
左
表
の
と
お
り
、
負
傷
者

は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
死

者
数
は
六
人
と
、
前
年
よ
り
二

人
も
増
え
、
依
然
と
し
て
厳
し

本市の交通事故発生状況(誓忿
怖jりＡａ甲心５工い/ﾉし上半期）

卜 上半斯 前年比

発生件数㈱４６０ －1

死者数囚 ６ ＋２

負傷者数囚 559 －２９

市民課内

線281

今
回
開
設
さ
れ
る
イ
ヶ
ダ
酒
店

京都へ

・

亙 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・
● 〃 ● ｙ ● ･ ● ' ｔ ● ● ● ６ ● ４ 免 ● ● ● ● . ･ ● . ● ● j . - ● ･ j ● ● 丿 ● t ● . ● j . ･ : ● j ● . ● 〃 . ● ヾ £ ● . 丿 . ●

1299

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
若

者
の
事
故
は
多
発
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
二
輪
車
や
四
輪
車

の
無
謀
運
転
に
よ
る
も
の
が
目

立
ち
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
か
防
ぐ
に
は
、

　
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
、
地
域
・

職
場
・
家
庭
を
挙
げ
て
の
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。

　
み
ん
な
の
力
で
交
通
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
期
間
中
の
行
事
）

Ｏ
宇
治
・
城
陽
・
久
御
山
幼
児

　
交
通
安
全
の
誓
い

　
　
▼
と
き
・
：
９
月
2
1
日
出
午

　
前
1
0
時
～
Ｈ
時
▼
と
こ
ろ

　
…
久
御
山
中
央
公
園
グ
ラ
ウ

　
ン
ド
～
久
御
山
町
役
場
▼
内

　
容
…
幼
稚
園
児
に
よ
る
人
文

　
字
と
京
都
府
刄
本
部
音
楽
隊
・

　
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
間
奏

　
Ｏ
交
通
安
全
早
期
啓
も
う

　
　
　
▼
と
き
・
：
９
月
2
4
日
固
午

　
前
７
時
半
～
８
時
半
▼
と
こ

　
ろ
・
：
京
阪
宇
治
、
近
鉄
大
久

　
保
の
各
駅
前

　
Ｏ
宇
治
・
城
陽
・
久
御
山
リ
レ

　
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
（
迷
惑
駐
車

　
追
放
パ
ト
ロ
ー
ル
）

　
　
　
▼
と
き
・
：
９
月
2
7
日
出
午

　
　
前
1
0
時
～
▼
と
こ
ろ
・
：
市
内

　
　
一
円

　
Ｏ
交
通
宜
未
ス
タ
ー
の
展
示

　
　
　
▼
と
き
…
1
0
月
１
日
㈹
1

　
1
0
日
内
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公

　
民
館
ロ
ビ
ー

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

問い合わせ：交通対策課(内線279)

道路上の放置自転車は

①歩行者の通行障害にな

　るだけでなく、交通事

　故の原因にもなります。

②消防車や救急車などの

　消火・救急活動の大き

　な障害になります。

③近隣の住民に迷惑をかI-

　営業活動の妨げになり芒

④街の美観を損ねます。

食
転
車
は
必
ず
駐
輪
場
に
置
き
ま
し
ょ
う

市
役
所
連
絡
所
　
西
宇
治
高

校
南
側
・
小
山

瑞
泉
堂
が
休
止
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自転車放置禁止区域

＝i:i :ム
于　　/P

「自転車放置禁止区域」には、

の付いた看板があります

市

このマーク

　この地図に示された地域(鴎圓1の部分)は、

「自転車放置禁止区域｣に指定されています。

10月１日(火)からは、ここに自転車を置くと、

即時撤去されます。

　自転車を利用する時は必ず、この近くにあ

る駐輪場に置きましょう。

自転車は駐輪場へ！

撤去の際、自転車をさくや樹木などに施錠している場合は、チェーンな

どを切断します。

　損害については、責任を負いませんのでご注意ください。

Ｊ
Ｒ
木
幡
駅
前
の
駐
輪
場

　　「自転車放置禁止区域」を示す

看板の周りにも自転車が…o月

３日、大久保駅前）‘。　10月１日か

らは即時撤去されます

この地域は「自転車放置禁止区域」です

ＪＲ木幡駅周辺

ＪＲ宇治駅周辺

ＪＲ・京阪黄檗駅周辺

京阪三室戸駅周辺
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■
清
掃
週
間
　
9
月
2
4
日
～
1
0
月
１
日

ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

に
ご
協
力
を

　
こ
れ
ま
で
の
ご
み
処
理
の
基
本
は
「
燃
や
す
。
埋
め
る
」

こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
年
々
増
え
続
け

る
ご
み
に
対
処
し
き
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
、
社

会
全
休
に
、
ご
み
減
量
化
へ
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

　
そ
ん
な
中
で
の
今
年
の
清
掃
週
問
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ク

　
現
在
、
市
内
で
は
、
年
間
一
万

五
千
ノ
を
邨
λ
る
燃
え
な
い
ご
み

が
出
さ
れ
、
そ
の
量
は
増
え
続
け

て
い
康
司

　
乱
し
、
こ
の
中
に
は
京
き
缶

宏
苦
履
、
ガ
ラ
ス
類
な
ど
が
四

千
ノ
以
上
も
含
次
れ
て
お
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
．
資
原
と
し
て
再

リサイクル運動の輪は広がりつつあります

(9月４日、城南荘連合町内会)

リ
ー
ン
ー
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
推
進
」
。
そ
こ

で
、
今
回
は
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て

利
用
Ｔ
リ
サ
イ
ク
ル
）
で
き
る

も
の
な
の
で
す
。

　
市
で
は
こ
れ
ら
の
官
営
商
用

す
る
た
め
、
試
行
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
車
ｙ
。

　
そ
れ
は
、
ふ
ヂ
、
町
内
会
、
学

校
な
ど
の
単
位
麗
舌
岳
・
空
き

瓶
を
回
収
す
る
と
こ
う
か
ら
始
ま

り
ま
ず
。
し
が
し
、
こ
れ
ら
の
缶

や
瓶
は
、
材
質
や
色
ご
と
に
選
別

し
な
い
と
、
竹
源
と
し
て
再
利
用

す
る
こ
と
は
で
肇
笹
ん
。
そ
こ

で
、
市
で
は
、
こ
の
選
別
作
業
を

市
内
の
障
害
者
の
授
産
施
設
に

依
頼
。
ご
み
の
減
皿
化
や
資
源
の

有
効
利
用
だ
け
で
な
く
、
福
祉
事

業
と
の
連
捜
］
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
が
、
本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

の
大
ｍ
ａ
特
徴
な
の
で
す
。

　
最
近
、
ご
み
問
題
に
対
す
る
社

会
的
関
心
が
高
ま
り
、
ま
た
福
祉

事
業
と
の
連
携
と
い
ラ
趣
旨
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
自
治
会
・
学

校
な
芦
多
く
の
団
体
が
、
市
の
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
に
参
加
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
意
義

か
痔
つ
こ
の
事
業
に
新
た
に
参
加

か
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
清
掃
事

務
所
（
内
線
３
１
８
）
へ
ご
連
絡

リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法

■
古
紙
回
収
、
空
き
缶
・
空
き
瓶

　
類
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
個
人
で
は
な
く
、
自
治
会
や
学

校
な
ど
の
団
体
を
対
象
に
実
施
。

問
い
合
わ
せ
は
鵬
掃
事
務
所
（
内

線
３
１
８
）
へ
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー

“捨てればごみ

　生かせば資源”

～清掃週問中の催し～

　
本
市
聚
９
　
島
三
市
三
町
と

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
構
成
す

る
浩
掃
週
間
実
行
委
員
会
で
は
、

　
「
空
章
累
痔
っ
て
折
居
清
掃

工
場
へ
災
ま
ろ
う
」
完
昌
葉

に
、
資
源
の
有
効
利
用
な
ど
を

目
的
と
し
て
次
の
催
し
を
行
い

圭
Ｅ
八
。
ぜ
ひ
ご
来
場
を
。

」
リ
サ
イ
ク
ル
市
・
子
供
向
け

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
▼
と
き
・
：
９
月
2
2
日
間
、
午

だ
ぐ
も
の
。
夏
期
・
冬
期
の
二
回

開
設
。
問
い
合
わ
せ
は
自
治
振
興

課
（
内
線
３
８
５
）
へ
。

回
１
１
時
～
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ

…
折
居
隋
掃
工
場
（
太
陽
が
丘

南
隣
）
▼
内
容
・
：
　
リ
サ
イ
ク

ル
市
＝
ま
だ
使
え
る
米
用
－
叩

を
展
示
し
、
希
望
者
に
無
料
で

お
譲
り
ト
缶
す
。
各
家
庭
の
不

用
品
の
持
ち
込
み
も
歓
迎
（
た

だ
し
、
持
ち
込
み
・
持
ち
帰
り

は
各
自
で
責
任
を
）
。
受
け
付

け
は
午
前
‥
‥
‥
一
時
半
ま
で
・
抽
選

は
正
午
か
ら
つ
子
供
向
け
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
‥
‥
空
き
缶
を
３
個
以

上
持
参
す
る
と
金
魚
・
ス
ー
パ

ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
ト
レ
ー
グ

ラ
イ
ダ
ー
作
り
が
で
き
ま
す
。

■
清
掃
施
設
見
学
会

　
▼
と
き
・
：
９
月
2
8
日
出
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
見
学
先

・
：
沢
第
２
清
掃
工
場
・
沢
ご
み

中
継
場
・
折
居
清
掃
工
場
▼
定

員
…
巻
「
5
0
人
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
・
：
城
南
衛
生
奮
理

鰻
Ｄ
　
(
ａ
０
７
５
・
６
３
１
・

5
1
7
1
）
へ
。

缶
…
飲
料
缶
な
ど
は
貼
入
ぶ
な
ど

の
回
収
箱
へ
こ
。
空
き
瓶
・
ガ
ラ
ス

・
：
ビ
ー
ル
、
酒
、
し
ょ
う
ゆ
、
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
の
空
き
瓶
は
販
売
店

で
引
き
取
っ
て
も
φ
つ
。
ま
た
、

再
生
資
顛
業
者
に
出
す
ぐ
電
気
製

品
・
家
具
…
販
売
店
な
ど
に
下
取

り
し
て
ち
ら
つ
。

そ
れ
以
外
の
も
の

　
○
古
紙
・
衣
料
・
：
チ
リ
紙
交
換

業
者
、
再
生
資
源
某
者
へ
⑤
空
き

市
の
ご
み
収
集

●
家
庭
か
ら
出
る
「
燃
え
る
ご
み
」

　
毎
週
二
回
、
定
期
収
災
に
ま
す
。

必
ず
、
決
め
ら
元
だ
時
間
ま
で
に

所
定
の
場
所
へ
。

　
な
お
、
プ
ラ
ス
チ
″
ク
ー
ビ
ニ

ー
ル
な
ど
の
石
油
化
学
製
品
な
ど
、

そ
の
ま
ま
燃
や
す
と
焼
却
炉
の
損

傷
を
早
め
た
り
、
有
害
ガ
ス
を
発

生
し
た
り
す
る
も
の
は
、
必
ず
「
燃

え
な
い
ご
み
」
に
。

●
家
庭
か
ら
出
る
「
燃
え
な
い
ご

清掃事務局

内線316

～318

　
み
」

　
毎
月
お
お
ロ
ね
三
回
、
定
期
に

収
集
し
未
了
。
収
集
日
は
市
政
だ

よ
り
の
毎
月
一
日
号
と
「
市
民
カ

レ
ン
ダ
ー
と
手
び
ご
に
掲
截
し

て
い
ま
す
。
確
認
の
う
え
、
必
ず
午

前
九
時
ま
で
に
所
定
の
場
所
へ
。

　
な
お
、
ガ
ラ
ス
や
刃
物
は
必
ず

「
危
険
物
」
と
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
か
ら
出
る
、
引
っ
越
し
・
模

　
様
替
え
時
な
ど
の
多
量
、
大
型

　
八
月
二
十
日
・
三
十
日
、
そ
し
て
今
月

の
六
日
と
、
燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
作
業

中
に
ご
み
が
燃
え
出
す
事
故
が
三
件
続
い

て
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
燃
え
な
い

ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
の
中
に
、
可

　
の
ご
み

　
清
掃
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
量
な
ど
に
ら
じ
、
有
料
で

収
集
し
ま
す
。

●
犬
・
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
類
の
死
体

　
飼
い
主
の
明
ら
か
な
場
合
は
、

有
料
で
収
集
１
　
壽
子
。

●
飲
食
店
な
ど
小
規
模
な
営
楽
所

　
か
ら
出
る
ご
み

　
ご
み
の
量
や
回
数
に
応
じ
、
有

料
で
収
集
し
未
了
。

●
町
内
会
な
ど
で
溝
掃
除
を
行
っ

　
た
時
の
ご
み
や
土
砂

　
あ
ら
か
に
あ
清
掃
事
務
所
に
お

申
し
出
ぐ
だ
さ
い
。
容
Ｈ
か
昏
し

出
し
、
そ
れ
に
収
納
さ
れ
た
も
の

に
限
り
、
収
集
し
未
す
。

燃
ガ
ス
や
灯
油
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
た
た

め
に
起
こ
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
ご
み

か
出
す
時
に
は
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

出
す
．臼

S抒

蓄轍鮒
聯尚ｌ

賤　消犬器　花火など火篆n　fixボンベ’　　／

ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
九
月
二
十
八
日
出
の
テ
レ
ビ
広
報

　
「
さ
わ
や
か
宇
治
」
で
も
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
何

。
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　　47y､､、
‰ご

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
で
は
空
貪
？
空
き

瓶
の
回
収
以
外
に
も
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
で
行
っ
て
い
る
こ
と
以
外
に
も

リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法
は
あ
り
ま
す
。

柄
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
で
行
っ
て
い
る
も
の

テ
レ
ビ
広
報
「
さ
わ
や
か
宇
治
」

　
　
　
　
　
～
注
目
あ
び
る
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
～

●
９
月
2
8
日
出
午
前
1
0
時
か
ら
1
5
分
間

●
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
　
Ｕ
Ｈ
Ｆ
３
４
ｃ
ｈ

上
手
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

ガス　灯油を残したまま捨て

ないで

　
主
と
し
て
家
庭
で
要
ら
な
く
な

っ
た
耐
久
消
費
材
欠
Ｅ
録
し
、
別

の
家
庭
で
有
効
に
利
用
し
て
い
た

近鉄小倉駅周辺

近鉄伊勢田駅周辺

近鉄大久保駅周辺

ス
プ
レ
ー
缶

ス
ト
ー
ブ
コ
ン

ロ
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＠
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＠
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＠
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０
０
０
０
母
ｅ
ｅ
＠
○
＠
ｅ
＠
ｏ
ｅ
＠
＠
＠
ｏ
ｏ
ｅ
ｅ
・
ｅ
ｏ
ｏ
＠
ｅ
・
○
・

市
民
の
ひ
ろ
ば
　
市
役
所
の
代
表
番
号
は
2
2
・
3
1
4
1
で
す

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
〈
文
章
の
書
き
方
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
５
日
出
と
８
日

～
2
9
日
の
毎
週
火
即
日
（
５
回
）
、

午
後
７
時
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総

合
福
祉
会
館
▼
内
容
・
：
文
章
の
占

き
方
・
基
本
形
。
て
に
を
は
の
使

い
方
な
ど
▼
対
寧
：
市
内
在
住
で

聴
覚
言
語
に
障
害
か
痔
つ
人
▼
受

講
料
・
：
無
料
▼
指
導
：
元
京
祁
市

聴
覚
重
路
舎
セ
ン
タ
ー
職
員
・

藤
井
進
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
：
９
月

2
7
日
翻
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
ｉ
＼

　
(
≪
2
2
・
５
６
５
０
、
フ
″
ク
ス

2
3
・
0
8
5
7
）
へ
。

　
「
人
暮
ら
し
老
人

　
（
男
性
）
の
料
理
教
室

　
▼
と
き
…
９
月
2
6
日
困
、
午
前

1
0
時
～
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総

白
福
祉
会
館
▼
内
容
・
：
き
の
こ
ご

は
ん
、
サ
ン
マ
の
煮
付
け
、
サ
ト
イ

モ
の
ゆ
ず
み
そ
か
け
な
ど
▼
対
象

：
市
内
在
住
で
6
5
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
男
性
▼
定
員
・
・
・
先
着
3
0
人

いきいき健康講座

楽しくやせよう教室

▼
参
加
費
・
：
１
０
０
円
▼
持
ち
物

…
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
き

ん
▼
指
導
・
・
吉
梅
グ
ル
ー
プ
▼
申

し
込
み
…
社
会
福
祉
協
議
会
（
ａ

９
９
一
・
5
6
5
0
）
へ
電
県
で
ｖ
主

催
上
人
暮
ら
し
老
人
の
会
。

　
「
数
字
と
グ
ラ
フ
で

　
　
　
　
み
る
宇
治
市
」
発
行

　
小
・
中
学
生
向
け
に
毎
年
発
行

し
て
い
る
「
数
字
と
グ
ラ
フ
で
み

る
宇
治
市
」
の
平
成
三
年
度
版
が

で
き
ま
し
た
。
宇
治
市
の
様
子

を
、
統
計
数
字
を
使
っ
て
説
明
し
、

親
し
み
や
す
い
よ
う
に
と
図
衣
や

グ
ラ
フ
を
多
く
ｍ
い
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
の
学
習
や
自
山
研
究
に
ご

利
川
く
だ
さ
い
。
中
央
図
μ
館
、
市

役
所
玄
関
受
付
、
企
画
課
（
三
階
）

で
無
料
で
お
渡
し
し
楽
天

　
文
化
財
保
護
講
座

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
1
3
日
間
、
午
前

1
0
時
1
5
分
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
集
合
・
午

後
２
時
4
0
分
同
駅
解
散
▼
見
学
先

・
：
浄
瑠
鵬
寺
、
当
尾
石
仏
群
、
岩

　
肥
満
で
悩
ん
で
い
る
人
・
健

康
の
た
め
に
肥
満
を
解
消
し
た

い
人
の
た
め
に
、
減
量
の
正
し

い
知
識
と
方
法
太
ぶ
健
康
教

室
を
開
き
ま
す
。
基
本
ぼ
診
な

ど
で
健
康
の
た
め
に
減
量
す
る

よ
う
指
示
さ
れ
た
人
は
ぜ
ひ
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
の
と

お
り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

１
時
半
１
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
公
民
館
▼
対
象
・
：
市
民
▼
定

員
…
先
着
3
0
人
▼
参
加
費
・
：
無

料
▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治
公
民
館

（
容
2
1
・
2
8
0
4
）
へ
え
話
か

来
館
で
。

楽しくやせよう教室の日程・内容
受
講
料
…
無
料
▼
申
し
込
み
…
９

月
習
囲
ま
で
に
、
官
製
往
復
μ

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

（
家
族
は
連
名
可
。
続
柄
・
年
齢
を

記
入
）
か
善
き
、
京
都
府
山
城
教
育

局
教
育
課
（
〒
6
1
0
－
0
3
綴
喜
郡
田

辺
町
大
字
田
辺
小
字
開
田
Ｉ
、
豊

０
７
７
４
６
・
２
・
0
0
0
8
）
へ
。

　
手
あ
そ
び
歌
あ
そ
び
の

　
実
践
講
演
会

　
▼
と
き
・
：
９
月
2
5
日
困
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公

民
館
▼
講
師
：
宇
供
の
文
化
研
究

所
・
安
藤
正
彦
さ
ん
▼
参
加
費
・
：

一
般
＝
５
０
０
円
、
京
都
家
庭
文

Ⅲ
地
域
文
庫
連
絡
会
員
1
3
0
0

円
▼
申
し
込
み
・
・
・
当
日
会
場
へ
▼

問
い
合
わ
せ
・
：
宇
治
市
児
童
文
ｍ

連
絡
会
・
園
田
恭
子
さ
ん
（
き
3
2

・
4
5
6
8
）
へ
▼
主
催
・
・
・
京
都

家
庭
文
庫
地
域
文
庫
連
絡
会
、
宇

治
市
児
童
文
庫
連
絡
会
。

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
2
5
日
伽
、
午
後

３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
…
お
は
な

し
、
よ
み
亜
笹
、
紙
芝
居
▼
対

象
・
・
・
ｉ
歳
よ
学
校
低
学
年
（
入

場
は
子
供
だ
感
▼
参
加
費
・
：
無

料
▼
問
い
合
わ
す
：
同
館
（
容
2
0
・

1
5
1
1
）
へ
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

　
講
座

　
▼
と
き
…
1
0
月
1
5
日
～
４
年
３

月
1
7
日
の
毎
月
第
３
火
曜
日
（
６

回
）
、
午
前
ｍ
一
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ

・
・
・
中
央
図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
・
・

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
子
供
に

物
言
息
し
て
聞
か
せ
る
）
の
講

義
と
実
習
▼
テ
キ
ス
ト
代
・
：
3
0

0
0
円
▼
講
師
・
・
・
児
童
文
学
者
・

大
野
由
美
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
：
９

月
3
0
日
囲
ま
で
に
大
西
雅
子
さ
ん

（
〒
Ⅲ
神
明
宮
北
5
0
－
９
、
豊
2
4
・

4
8
0
7
）
へ
は
が
き
で
。

お買物のめ

やす

消費者物価

20（9月

分）

　この公表価格は、９月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(自治振興課)
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水
道
給
水
装
置
工
事

　
資
格
者
試
験

　
○
責
任
技
術
資
格
者
試
験
…
実

技
ム
…
四
月
３
日
限
、
学
科
ふ
一
一
月

９
日
伽
。

　
○
技
能
資
格
者
試
験
・
・
・
実
技
＝

1
0
月
４
日
出
、
学
科
＝
1
0
月
９
日

困
。

　
▼
申
し
込
み
・
：
水
道
部
所
定
の

申
請
書
と
市
販
の
履
歴
書
に
、
写

真
２
枚
、
受
験
料
（
責
任
技
術
は

1
0
0
0
円
、
技
能
は
６
０
０
円
）

を
添
え
て
水
道
部
総
務
課
（
内
線

４
３
７
）
へ
。
受
験
に
は
一
定
の

資
格
が
必
要
▼
受
付
期
間
…
９
月

2
4
日
㈹
～
3
0
日
囲
。

　
歯
の
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
2
6
日
出
、
午
後

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保

健
所
▼
内
容
・
：
幼
児
の
牛
活
と
歯

・
幼
児
の
食
生
活
・
虫
歯
予
防
に

つ
い
て
、
歯
科
検
診
、
歯
の
磨
き

方
指
導
▼
対
象
…
２
歳
児
と
そ
の

保
護
者
▼
定
員
・
：
先
着
3
0
人
▼
参

加
費
…
無
料
▼
申
し
込
み
…
宇
治

保
健
所
（
ｓ
2
1
・
2
1
9
1
）
へ

電
話
で
。

　
「
選
挙
の
あ
ゆ
み
」

　
差
し
上
げ
ま
す

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
こ

の
程
「
選
挙
の
あ
ゆ
み
（
平
成
三

年
八
月
改
訂
版
）
」
を
発
行
。
内
容

は
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
十
日
執

行
の
市
長
選
挙
か
良
「
年
四
月
二

回 月日 内　　　容 講　　師

ｌ 10/2
　團

オリエンテーション,鍵漁チェック

食行動と心の健康

?治保■!所精神保健咀談員

　金子　和夫さん

２ 10/9
　(ﾎ)

肥満と健康について

日常生活の見直し､体力テスト

宇治久世医師会
　西野　祭典さん
市　保　健　婦

３ 10/15.(大)
生活の中に運動を（実技）

食生活について（Ｉ）

健康体操指導者
　今西　圭子さん
市　栄　養　士

４ 10/23
　(水)

よくかむとやせる？

楽しく体を動かそう
食生活について(II)

宇治久世歯科医師会
　　中村　長隆さん

市　栄･養　士

５ 10/29
　(大)

楽しく体を動かそう
食生活･日常生活の点､検

健康食の試食
健康チェック

市　保　健　婦
市　栄　養　士

食生活改菩推進員　　｢若葉の会｣

大
日
執
行
の
市
議
会
議
懸
斑
挙

ま
で
の
、
立
候
補
者
名
・
当
選
者

名
・
得
票
数
や
得
票
率
を
紹
介
。

　
ご
希
望
の
人
は
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
内
線
４
３
１
）

へ
電
話
か
直
接
来
庁
で
申
し
込
み

を
。
無
料
で
す
が
、
部
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　
小
学
生

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
…
1
0
月
５
日
Ａ
１
１
月
２

日
の
毎
週
土
・
日
曜
（
1
0
月
1
3
日

間
夕
殴
く
。
予
備
日
に
１
１
一
月
９
日

出
・
1
0
日
日
）
。
時
間
は
、
土
曜
＝

午
後
５
時
～
７
時
、
日
曜
＝
午
後

１
時
Ａ
時
▼
と
こ
ろ
…
西
小
倉

小
学
校
体
育
館
▼
対
象
…
市
内
在

住
の
小
学
３
年
生
以
上
▼
定
員
・
・
・

先
着
5
0
人
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
申

し
込
み
・
・
・
９
月
3
0
日
囲
ま
で
に
体

育
協
会
事
務
局
（
〒
6
1
1
五
ヶ
庄
三

番
割
・
黄
槃
体
育
館
内
、
豊
3
2
・
1

9
0
5
）
へ
申
込
書
を
郵
送
で
。

知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
現
代
生
活
考

消
費
生
活
講
座
を
開
催

　
複
雑
・
多
様
化
す
る
暮
ら
し

の
中
１
ゆ
と
り
の
あ
る
豊
か

な
毎
日
を
送
っ
て
い
た
だ
ぐ
た

φ･令･ひ･か･か･ひ･ひ･々･ひ･々･か･々

ト
今
年
前
期
（
６
月
）
の

　
消
費
生
活
講
座

め
、
消
費
生
活
講
座
を
開
き
ま

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
’

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と

消費生活講座の日程・内容

心
・
心
・
心
・
４
・
４
・
４
・
４
・
４
・
４
・
心
・
心
・
心
・
４
・
４
・
４
・
４
・
４
・
心
・
４
・
４
・
心
・
心
・
心
・
４
・
４
・
４
・
４
・
４
・
心

お
り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

Ｌ
時
Ａ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡

公
民
館
▼
定
員
・
：
先
着
6
0
人
▼

受
講
料
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
…

自
治
振
興
課
（
内
線
３
８
５
）

へ
電
話
か
来
庁
で
▼
そ
の
他
・
・
・

保
育
（
―
歳
以
占
あ
り
。
５

回
以
上
参
加
し
た
人
に
は
修
了

証
聖
父
付
。

回 月日 内　　　　容 講　師

１ 10/1
　(大)

当地方における冠婚葬祭の

　　　儀式作法としきたり

パートＩ人生の諸行事の儀式作法

儀式作法研究会
代表岩上　力さん

２ !0／８
　(火)

当地方における冠婚葬祭の
　　　儀式作法としきたり
パートII結婚祝時の儀式作法

３ 10/15
　(勿

当地方における冠婚葬祭の
　　　儀式作法としきたり
パー叩目ﾑ事に関する儀式作法

４ 10/21
　(月)

おしやれ作戦

　　一一小物で演出一一

コーディネーター

　　塩見町子さん

５ 10/25
　座）

東宇治浄化センター見学と

　　　　下水道事業のお話
下水道事務所職員

６ 10/29
　固

消費者トラブルから
　　　　生活を守るには

弁護士
　浅岡美恵さん

あなたの企業に

　　　もう一人

障
害
者
い
か
そ
う
能
力
　
　
　
広
げ
よ
う
雇
用

障
害
者
　
い
か
か
そ
う
能
力

　
　
　
　
広
げ
よ
う
雇
用

９
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

　
九
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月

間
で
す
。

　
障
害
を
持
つ
人
た
ち
へ
の
社

会
全
体
の
認
識
・
理
解
が
深
ま

り
。
各
企
業
で
も
、
積
極
的
に

雇
用
を
進
め
る
姿
勢
が
見
ら
元

毒
了
。
こ
れ
ま
で
就
職
が
困
難

で
あ
っ
た
障
害
者
も
、
幅
広
い

職
場
に
進
出
し
、
活
躍
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
障
害
者
が
職
場
を
通
じ
て
自

分
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

障
害
を
持
だ
な
い
人
だ
ち
と
と

も
に
、
社
会
・
経
済
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
は
、
社
会
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
で
意
義
の
あ
る

こ
と
で
す
。

　
し
が
し
、
ま
だ
、
多
く
の
障

害
者
が
就
職
を
希
望
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
場
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
で
い

ま
す
。

　
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
を
契

機
に
、
市
民
・
事
業
主
・
従
業

員
の
一
人
ひ
と
り
が
、
障
害
者

の
雇
用
を
身
近
な
こ
と
と
し
て

理
解
し
、
一
人
で
も
多
く
の
障

害
者
に
収
用
の
場
』
か
提
供

し
て
い
た
だ
ぐ
よ
シ
お
願
い
し

求
了
。

　
事
業
主
に
は
、
各
種
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
ぐ
は
宇
治
公
共
職
業
安

定
所
（
豊
2
0
・
8
6
0
9
）
か

㈲
京
都
府
心
身
障
害
者
雇
ｍ
促

進
協
会
（
ｓ
０
７
５
・
４
５
１
・

7
3
6
6
）
へ
問
い
＜
t
Ｋ
＼
を
。

市制施行40周年記念

こども手づくり文化祭

　展示・クラフトの部

喉頭がん検診　受け付け中

9月30日（月）まで

対象…50歳以上の男性

申し込み…はがきで宇治

久世医師会｢喉頭がん検

診｣ｲ系[〒611宇治下居13、

電話22・6487

費用…７００円

福祉

学

ぶ
お知

らせ

図

書

館

9月22日（日）午前10時～午後4時

中央公民館　参加料

無料
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